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木
更
津
明
治
元
年
事

始
（こ
と
は
じ
め
） 

平
成
三
十
（
二
〇
一

八
）
年
は
、
明
治
元
（
一

八
六
八
）
年
か
ら
数
え

て
一
五
〇
年
に
当
た
り

ま
す
。 

慶
応
四
（一
八
六
八
）年
九
月
に
「明
治
」と
改
元
さ

れ
、
薩
摩
（
鹿
児
島
県
）
・
長
州
（
山
口
県
）
を
中
心
と

す
る
新
政
府
軍
と
旧
幕
府
軍
と
の
間
で
起
こ
っ
た
戊
辰

戦
争
（
一
八
六
八
～
一
八
六
九
）
を
経
て
、
源
頼
朝
が

鎌
倉
幕
府
を
開
い
て
か
ら
お
よ
そ
七
〇
〇
年
間
続
い
た

武
士
の
時
代
は
終
わ
り
を
告
げ
、
日
本
は
天
皇
を
中

心
と
す
る
近
代
国
家
へと
進
ん
で
行
き
ま
し
た
。 

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
七
月
に
廃
藩
置
県
、
続
い

て
十
一
月
に
県
の
廃
合
が
実
施
さ
れ
、
同
月
十
三
日

安
房
・
上
総
国
に
木
更
津
県
が
成
立
し
、
貝
淵
村
（
貝

渕
三
丁
目
）

に
あ
っ
た
旧

桜
井
藩
邸
に

木
更
津
県
庁

舎
を
置
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、

木
更
津
県
が

廃
止
さ
れ
る

明
治
六
年
ま

で
の
僅
か
の

間
、
県
政
の
中
心
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
木
更
津
県
庁

舎
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
初
の
県
庁
所
在
地
と
し
て
木

更
津
市
指
定
文
化
財
「貝
渕
木
更
津
県
史
蹟
」に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
（事
務
局
） 

 

ま
ち
の
中
に
残
る
明
治 

木
更
津
駅
周
辺
を
散
策
す
る
と
、
明
治
（一
部
幕
末
）

か
ら
創
業
す
る
店
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ

に
ヤ
マ
ニ
綱
島
商
店
（
中
央
二
丁
目
）
が
あ
り
ま
す
。
古

く
は
魚
河
岸
で
あ
っ
た
旧
仲
片
町
（
通
称
「
さ
か
ん
だ

な
」
）
に
軒
を
連
ね
た
老
舗
の
商
家
で
、
乾
物
等
を
あ
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
神
奈
川
県
綱
島
村
か
ら

木
更
津
へ
移
住
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
以
前
は
魚
屋
を
営

ん
で
い
ま
し
た
が
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
に
現
在
の

商
店
を
は
じ
め
ま
し
た
。
道
路
に
面
し
た
土
蔵
造
り
風

の
平
入
り
店
舗
（
前
店
蔵
）
と
そ
の
奥
に
土
蔵
造
り
風

の
仕

事

場

（
中
店
蔵
）
が

あ
る
二
棟
の

古
い
建
物
が

並
ん
で
い
ま

す
。
建
物
の

一
部
は
、
明

治
時
代
の
た

た
ず
ま
い
を

残
す
市
内
で

も
数
少
な
い
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建
物
で
、
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
事
務
局
） 

 

木
更
津
県
の
成
立 

慶
応
四
年
七
月
、
房
総
知
県
事
柴
山 

典
（
し
ば
や

ま 

て
ん
）
が
八
幡
宿
（
市
原
市
）
に
来
任
し
、
藩
領
を

除
い
た
安
房
・
上
総
地
域
を
管
轄
す
る
新
政
府
の
役
所

が
初
め
て
発
足
し
ま
し
た
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
二

月
に
知
県
事
管
轄
区
域
は
宮
谷
県
（
み
や
ざ
く
け
ん
）

と
命
名
さ
れ
、
県
域
は
常
陸
国
（
茨
城
県
）
の
一
部
ま

で
含
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

同
じ
こ
ろ
駿
河
・
遠
江
国
（
静
岡
県
）
の
七
藩
が
房
総

に
移
転
す
る
の
に
伴
い
、
木
更
津
市
域
で
は
目
ま
ぐ
る

し
い
ほ
ど
に
管
轄
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
中
島
村

は
知
県
事
か
ら
三
上
藩
（
滋
賀
県
）
に
、
旧
木
更
津
村

は
前
橋
藩
（
群
馬
県
）
か
ら
桜
井
藩
に
、
旧
請
西
・
貝
淵

村
は
知
県
事
か
ら
桜
井
藩
に
替
わ
り
ま
し
た
。
桜
井
藩

は
、
金
ヶ
崎
藩
（
元
駿
河
小
島
藩
）
が
旧
南
子
安
村
（
君

津
市
）
か
ら
明
治
二
年
貝
淵
村
に
移
っ
て
成
立
し
た
市

域
内
唯
一
の
藩
で
し
た
。
こ
の
間
、
柴
山
知
県
事
は
諸

藩
を
動
員
し
て
治
安
の
回
復
に
努
め
ま
し
た
。 

 

明
治
四
年
十
一
月
に
木
更
津
県
が
成
立
し
、
県
権

令
（ご
ん
れ
い 

※
県
令
に
次
ぐ
地
方
長
官
）は
前
宮
谷

県
権
知
事
の
柴
原 

和
（
し
ば
は
ら 

や
わ
ら
）
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
木
更
津
県
は
、
明
治
五
年
五
月
、
区
画

制
（
五
十
区
一
九
七
画
）
を
定
め
、
七
月
に
全
県
一
三

郡
を
九
区
域
（組
）
に
分
け
、
区
・画
や
村
に
は
区
長
や

戸
長
を
置
き
ま
し
た
。
柴
原
権
令
は
、
高
反
別
取
調
や

壬
申
地
券
発
行
、
学
事
奨
励
、
育
児
政
策
な
ど
を
推

し
進
め
た
ほ
か
、
明
治
六
年
二
月
に
議
事
則
を
制
定
し
、

議
事
会
（
県
会
）
を
開
き
ま
し
た
。
代
議
人
は
九
区
域

か
ら
二
名
ず
つ
選
出
さ
れ
、
地
方
議
会
の
先
駆
的
な
開

設
で
し
た
。
そ
の
後
、
明
治
六
年
六
月
十
五
日
に
千
葉

県
が
設
置
さ
れ
、
木
更
津
県
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

千
葉
県
成
立
後
も
、
大
区
小
区
制
の
も
と
で
第
四

大
区
の
区
長
ら
が
事
務
を
扱
う
大
区
扱
所
、
郡
区
町

村
編
制
法
に
も
と
づ
く
望
陀(

も
う
だ)

・周
准(

す
す)

・

天
羽(

あ
ま
は)

郡
役
所
、
郡
制
に
よ
る
君
津
郡
役
所
が

木
更
津
に
置
か
れ
ま
し
た
。
郡
役
所
は
、
は
じ
め
成
就

寺
（富
士
見
）を
仮
庁
舎
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

近
世
に
江
戸
と
結
ぶ
海
上
交
通
の
要
地
と
し
て
栄
え

て
い
た
木
更
津
は
、
近
代
に
入
っ
て
も
各
地
か
ら
集
貨

し
た
米
穀
・薪
炭
・木
材
・海
産
物
な
ど
の
産
物
を
海
路

京
浜
地
方
な
ど
に
移
出
し
、
同
地
方
か
ら
は
雑
貨
・
日

用
品
・肥
料
な
ど
を
移
入
し
各
地
に
売
り
さ
ば
く
物
資

集
散
の
商
業
地
と
し
て
活
気
を
呈
し
ま
し
た
。 

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
、
木
更
津
村
の
人
口
は

五
四
三
四
人
で
、
飯
沼(

銚
子
市
）
、
船
橋
、
佐
原
（
香

取
市
）
、
千
葉
、
佐
倉
の
各
町
村
に
次
ぐ
県
内
第
六
位

に
位
置
し
、
上
総
の
政
治
・経
済
の
中
心
地
で
し
た
。 

※
『市
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

図
説
木
更
津
の
あ
ゆ

み
』
「
近
現
代
編
概
説
」
「木
更
津
県
の
成
立
と
千
葉
県
」

（二
〇
一
二
）を
改
変
し
て
掲
載
。
事
務
局
） 

 

 

木更津県の成立（『図説木更

津のあゆみ』より転載） 

明治時代の旧貝淵村周辺の様子※絵図の左側に「旧木更津県庁」

と記されています。（個人蔵） 
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戊
辰
戦
争
と
木
更
津 

 
平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
は
明
治
一
五
〇
年
と
と

も
に
戊
辰
戦
争
一
五
〇
年
に
も
当
た
り
ま
す
。
戊
辰

戦
争
は
、
慶
応
四
年
正
月
の
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
に
始

ま
り
、
翌
明
治
二
年
五
月
の
箱
館
五
稜
郭
の
戦
い
で
終

了
し
た
国
内
戦
争
で
す
。 

請
西
藩
（
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
に
貝
淵
藩
と
し

て
成
立
）
林
家
の
藩
領
の
村
々
が
あ
り
ま
し
た
。
三
代

（
貝
淵
藩
か
ら
数
え
る
と
四
代
）
藩
主
林
忠
崇
が
慶
応

三
（
一
八
六
七
）
年
八
月
に
家
督
を
継
ぎ
ま
し
た
が
、

十
月
十
四
日
に
大
政
奉
還
、
十
二
月
九
日
に
は
王
政

復
古
の
大
号
令
が
発
せ
ら
れ
、
江
戸
幕
府
は
終
焉
を

迎
え
ま
し
た
。 

鳥
羽
・
伏
見
で
戦
い
が
始
ま
る
と
、
忠
崇
も
九
段
坂

（
東
京
都
千
代
田
区
）
の
屋
敷
か
ら
出
陣
し
、
航
路
で

向
か
い
ま
し
た
が
、
悪
天
候
の
た
め
品
川
沖
で
天
候
の

回
復
を
待
っ
て
い
る
間
に
徳
川
慶
喜
が
江
戸
城
に
帰
っ

た
の
で
、
戦
わ
ず
し
て
戻
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
木
更
津

周
辺
の
情
勢
が
不
穏
と
な
り
三
月
に
真
武
根
陣
屋
へ入

り
、
新
政
府
に
服
従
か
徳
川
家
再
興
の
た
め
戦
う
か
藩

内
で
議
論
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

そ
の
頃
、
江
戸
か
ら
脱
走
し
た
福
田
八
郎
右
衛
門

率
い
る
撒
兵
隊
（
さ
っ
ぺ
い
た
い
）
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
人

が
四
月
十
三
日
に
木
更
津
に
入
り
、
徳
川
氏
の
名
誉

回
復
への
賛
同
を
求
め
、
忠
崇
は
こ
れ
に
応
じ
て
戦
争
の

用
意
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
同
月
二
十
八
日

に
は
、
伊
庭
八
郎
、
人
見
勝
太
郎
が
率
い
る
遊
撃
隊
も

木
更
津
に
上
陸
し
、
徳
川
回
復
を
求
め
、
忠
崇
は
こ
れ

に
も
同
意
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
撒
兵
隊
は
自
ら
義

軍
府
と
称
し
て
粗
暴
な
振
る
舞
い
が
多
く
規
律
が
乱
れ

が
ち
な
の
に
比
し
、
遊
撃
隊
の
隊
士
は
素
行
も
良
く
真

の
忠
義
の
志
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
忠
崇
は
、
遊
撃
隊
と

同
盟
し
て
と
も
に
戦
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
忠
崇
は
、

藩
主
自
ら
請
西
藩
を
脱
藩
し
、
同
じ
く
藩
を
脱
藩
し

た
藩
士
と
と
も
に
遊
撃
隊
へ
組
み
入
れ
ら
れ
、
真
武
根

陣
屋
を
出
ま
し
た
。 

遊
撃
隊
は
、
房
総
半
島
を
南
下
し
、
前
橋
藩
（
群
馬

県
）
が
預
か
っ
て
い
た
富
津
陣
屋
（
富
津
市
）
を
取
り
囲

み
、
陣
屋
の
役
人
と
談
判
し
て
武
器
、
兵
員
と
軍
資
金

な
ど
を
受
け
取
り
、
そ
の
後
館
山
（館
山
市
）
に
向
か
い
、

船
で
真
鶴
（神
奈
川
県
）に
渡
り
ま
し
た
。
す
ぐ
さ
ま
小

田
原
城
に
行
き
藩
主
に
対
面
し
て
こ
の
た
び
の
決
起
の

盟
主
と
な
る
よ
う
説
得
す
る
も
の
の
断
ら
れ
、
見
返
り

に
武
器
、
食
料
、
軍
資
金
な
ど
を
受
け
取
っ
て
韮
山
、

御
殿
場
（
静
岡
県
）
、
甲
府
近
郊
の
黒
駒
（
山
梨
県
）
、

沼
津
（
静
岡
県
）
な
ど
を
転
々
と
し
ま
し
た
。
五
月
十

九
日
に
江
戸
の
彰
義
隊
の
決
起
に
呼
応
し
て
新
政
府

軍
を
攻
撃
す
る
た
め
箱
根
に
陣
を
張
り
、
二
十
六
日

に
関
所
を
守
備
す
る
小
田
原
藩
の
軍
勢
と
の
間
で
激

し
く
戦
い
ま
し
た
が
兵
力
の
差
は
歴
然
で
、
多
く
の
死

傷
者
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
戦
死
し
た
請
西
藩

士
の
墓
が
、
静
岡
県
熱
海
市
の
日
金
山
東
光
寺
（
真
言

宗
）な
ど
に
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

遊
撃
隊
は
、
二
十
七
日
に
退
却
を
開
始
し
、
熱
海
を

出
港
、
翌
二
十
八
日
に
館
山
へ
入
港
し
、
旧
幕
府
海
軍

の
長
崎
丸
に
便
乗
し
て
奥
羽
列
藩
同
盟
の
戦
列
に
加

わ
る
た
め
海
路
北
上
し
ま
し
た
。
六
月
三
日
小
名
浜

（
福
島
県
）
に
上
陸
し
て
、
平
潟
の
戦
闘
に
参
加
し
た
後
、

磐
城
平
、
相
馬
中
村
、
会
津
若
松
、
米
沢
（山
形
県
）な

ど
各
地
を
転
々
と
す
る
な
か
、
忠
崇
ら
請
西
藩
士
た

ち
は
遊
撃
隊
と
別
れ
、
九
月
二
十
一
日
に
仙
台
（
宮
城

県
）
で
降
伏
し
ま
し
た
。
半
年
近
い
行
軍
の
末
、
当
初
五

九
人
だ
っ
た
忠
崇
と
請
西
藩
士
の
一
行
は
戦
死
や
病

請西藩主 林 忠崇（個人蔵） 

林 忠崇たちが出陣する様子 

林 忠崇著『おもひ出くさ』より 
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死
な
ど
で
二
〇
人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

請
西
藩
は
戊
辰
戦
争
の
さ
な
か
の
慶
応
四
年
五
月
に

所
領
を
没
収
さ
れ
、
全
国
の
大
名
で
唯
一
取
り
潰
し
の

処
分
を
受
け
ま
し
た
。 

戦
後
、
忠
崇
は
親
族
の
肥
前
唐
津
藩
（
佐
賀
県
）
小

笠
原
家
に
預
け
ら
れ
謹
慎
の
後
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）

年
罪
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
様
々
な
職
業
に
就

く
も
の
の
長
続
き
せ
ず
、
不
遇
な
時
代
を
送
っ
て
い
ま

し
た
。
明
治
二
十
六
（一
八
九
三
）年
に
家
督
を
継
い
で

い
た
甥
の
忠
弘
が
男
爵
に
、
忠
崇
自
身
も
翌
年
従
五
位

下
に
叙
せ
ら
れ
、
よ
う
や
く
名
誉
回
復
が
か
な
い
ま
し

た
。 

 

一
方
、
木
更
津
周
辺
に
あ
っ
た
旧
幕
府
勢
力
は
、
忠

崇
や
請
西
藩
士
た
ち
が
真
武
根
陣
屋
を
出
る
同
じ
頃
、

一
時
は
江
戸
の
近
く
ま
で
北
上
し
て
新
政
府
軍
と
対

峙
し
ま
す
が
、
閏
四
月
三
日
か
ら
の
市
川
・
船
橋
戦
争
、

同
月
七
日
か
ら
の
五
井
戦
争
で
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
て
総
く
ず
れ
と
な
り
、
木
更
津
方
面
に
敗
走
し
ま
し

た
。 

 

新
政
府
軍
は
、
同
月
八
日
に
真
如
寺
（
真
里
谷
）
に

至
り
ま
す
が
、
旧
幕
府
勢
力
は
い
な
か
っ
た
た
め
同
寺

を
焼
い
て
撤
収
し
ま
し
た
。
五
月
の
初
め
に
な
る
と
、
旧

幕
府
支
持
勢
力
の
一
党
が
木
更
津
周
辺
に
寄
り
、
請

西
藩
領
を
警
備
し
て
い
た
飯
野
藩
（
富
津
市
）
兵
を
襲

い
、
さ
ら
に
佐
貫
城
（
同
市
）
に
も
夜
襲
を
か
け
ま
し
た
。

新
政
府
軍
は
、
下
総
佐
倉
藩
（
佐
倉
市
）
や
飯
野
藩
、

及
び
富
津
陣
屋
を
拠
点
に
警
備
に
あ
た
る
前
橋
藩
に

木
更
津
村
へ
の
出
兵
を
命
じ
て
、
旧
幕
府
勢
力
の
一
掃

を
目
指
し
ま
し
た
。
五
月
二
十
二
日
に
木
更
津
村
を

包
囲
し
た
佐
倉
藩
は
旧
幕
府
勢
力
へ
総
攻
撃
を
図
ろ

う
と
し
ま
し
た
が
、
そ
の
直
前
に
旧
幕
府
勢
力
が
い
な

い
こ
と
が
わ
か
り
、
取
り
止
め
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
、
木
更
津
周
辺
で
の
戊
辰
戦
争
は
事
実
上

終
了
し
、
近
世
の
終
わ
り
と
近
代
の
始
ま
り
を
告
げ
て

い
た
の
で
す
。 

※
『市
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

図
説
木
更
津
の
あ
ゆ

み
』
近
世
編
「
請
西
藩
林
氏
と
真
武
根
陣
屋
」
近
現
代

編
「
戊
辰
戦
争
と
木
更
津
」
（二
〇
一
二
）
を
改
変
し
て

掲
載
。
事
務
局
） 

 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

小
櫃
川
河
口
周
辺
の
干
潟 

 

自
然
部
会 

相
澤
敬
吾 

 
 

昭
和
四
十
二(

一
九
六
七)

年
、
木
更
津
～
横
浜
間

に
フ
ェ
リ
ー
が
就
航(

～
一
九
七
二)

し
て
い
た
頃
、
横
浜

高
島
桟
橋
を
出
発
し
て
木
更
津
鳥
居
崎
海
岸
に
近
づ

く
間
の
情
景
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。
ゴ
ミ
と
廃
油

が
浮
か
ん
だ
黒
い
海
が
、
千
葉
県
側
に
近
づ
く
と
遠
浅

の
海
と
な
り
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

浚
渫
（し
ゅ
ん
せ
つ
）し
た
航
路
を
慎
重
に
た
ど
る
フ
ェ
リ

ー
の
間
近
に
は
、
潮
干
狩
り
や
海
水
浴
に
興
じ
る
人
の

姿
さ
え
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
鳥
居
崎
か
ら
木
更
津
南
部

の
干
潟
が
埋
め
立
て
ら
れ
た
の
は
昭
和
四
十
八
年
、
石

箱根戦争で戦死した請西藩士廣部与惣治正邦、秋山荘蔵の墓（右）。現在は、子孫の方によって、整

備されています（左）。                       （写真提供：東京大学名誉教授 廣部雅昭氏） 
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油
シ
ョ
ッ
ク
の
年
。
そ
の
後
も
東
京
湾
の
埋
め
立
て
は
進

み
、
九
割
以
上
の
干
潟
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
木
更
津
市
に
あ
っ
た
干
潟
は
そ
の
二
／
三

が
ほ
ぼ
原
形
で
残
り
ま
し
た
。
袖
ケ
浦
市
と
の
境
か
ら

小
櫃
川
河
口
を
経
て
自
衛
隊
駐
屯
地
南
側
ま
で
約
一

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
辺
、
最
大
一
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

盤
洲
干
潟
と
小
櫃
川
河
口
干
潟
で
す
。
東
京
湾
最
大

の
干
潟
に
し
て
唯
一
の
自
然
干
潟
で
、
木
更
津
市
民
の

誇
る
べ
き
自
然
・文
化
遺
産
だ
と
思
い
ま
す
。 

自
然
干
潟 

エ
コ
ト
ー
ン
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
く

人
は
多
い
で
し
ょ
う
。
エ
コ
ト
ー
ン
の
エ
コ
は

E
co

logy

、
ト

ー
ン
は
「移
り
変
わ
り
」
を
表
すto

ne

で
、
「移
行
帯
」
、

「
推
移
帯
」
と
訳
さ
れ
、
異
な
る
タ
イ
プ
の
生
息
地
や
景

観
の
境
界
域
を
さ
す
言
葉
で
す
。
海
と
陸
は
直
線
的

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
岸
壁
で
急
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
な

く
、
本
来
の
東
京
湾
沿
岸
な
ら
、
浅
海
か
ら
浜
辺
、
砂

丘
、
小
さ
な
水
路
、
ヨ
シ
原
、
塩
性
湿
地 
(

写
真)

、
河

川
、
草
地
、
海
岸
林
、
河
畔
林
そ
し
て
農
耕
地
、
屋
敷

林
な
ど
変
化
に
と
ん
だ
領
域
が
入
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

わ
ず
か
な
地
形
の
高
低
差
と
水
位
の
違
い
、
砂
と
泥
の

配
合
、
塩
分
濃
度
に
よ
り
、
次
々
と
多
様
な
生
物
が
暮

し
ま
し
た
。
こ
の
沿
岸
域
エ
コ
ト
ー
ン
は
、
生
物
や
物
質

の
移
動
な
ど
を
通
じ
て
相
互
に
関
連
し
て
成
立
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
金
田
の
ノ
リ
の
評
価
が
高
い
の
は
小
櫃
川

が
陸
の
栄
養
を
運
ん
で
く
れ
る
か
ら
で
、
猿
蟹
合
戦
の

主
役
の
ア
カ
テ
ガ
ニ
は
海
と
陸
が
一
続
き
で
な
い
と
世

代
を
つ
な
げ
ま
せ
ん
（
育
つ
の
に
も
産
卵
す
る
の
に
も
）
。 

少
し
、
小
櫃
川
河
口
周
辺
の
干
潟
の
地
形
と
生
き

物
を
紹
介
し
ま
す
。
支
柱
柵
方
式
の
ノ
リ
ひ
び
（写
真
）

の
あ
る
干
潟
の
最
前
線
（
干
潮
線
）
で
は
、
イ
ボ
キ
サ
ゴ

（
写
真
）
が
砂
浜
を
上
下
に
う
ご
め
き
掃
除
機
の
よ
う

に
餌
を
吸
い
込
み
ま
す
。
三
十
年
前
に
は
干
潟
全
面
に

生
息
し
て
い
た
コ
ア
マ
モ
も
（
海
草
な
の
で
砂
浜
に
根
を

下
ろ
し
て
定
着
で
き
る
）
生
息
範
囲
を
縮
小
さ
せ
た
が

こ
こ
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
足
元
が
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

沈
む
区
間
が
あ
る
の
で
、
一
．
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
干
潟

を
往
復
す
る
の
に
一
時
間
は
か
か
り
ま
す
。
砂
の
下
の

小
さ
な
エ
ビ
や
カ
ニ
、
ゴ
カ
イ
は
巣
穴
の
落
盤
で
迷
惑
し

て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
初
夏
の
砂
丘
（
浜
堤
）
で
ハ

マ
ヒ
ル
ガ
オ
の
甘
い
香
を
感
じ
る
と
、
花
を
訪
れ
る
海
浜

性
の
ハ
チ
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
夏
か
ら
秋
に
大

挙
し
て
汀
線
に
流
れ
着
く
海
藻
ア
ナ
ア
オ
サ
は
、
昔
な

ら
潮
の
来
な
い
浜
に
広
げ
て
干
さ
れ
食
品
、
飼
料
、
肥

料
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
汀
に
溜
る
ば
か
り
で
懐
か

し
い
臭
い
を
放
ち
い
つ
か
消
え
て
い
き
ま
す
。
大
き
く
育

っ
た
ア
シ
ハ
ラ
ガ
ニ
（写
真
）
が
砂
丘
の
斜
面
を
浜
に
下
り

ま
す
。
ヨ
シ
原
で
泥
を
食
べ
て
い
た
胃
は
ま
だ
真
っ
黒
で

す
が
、
汀
の
夏
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
流
れ
着
く
高
栄
養
メ
ニ

ュ
ー
に
あ
り
つ
け
る
よ
う
に
。
冬
、
河
口
干
潟
で
は
カ
ニ

た
ち
が
活
動
し
な
く
な
る
か
ら
か
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
デ

ト
リ
タ
ス
が
貯
ま
り
ま
す
（
写
真
）
。
ヨ
シ
原
上
空
を
毎

年
訪
れ
る
猛
禽
チ
ュ
ウ
ヒ
と
ハ
ヤ
ブ
サ
（写
真
）は
、
種
の

保
存
法
の
希
少
野
生
生
物
種
で
す
（
環
境
省
二
〇
一

小 さな水路 ・ヨシ原 ・塩性湿地 

もしくは後浜の泥質～砂泥質干潟 

支柱柵方式のノリひび 
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七
）
。
こ
の
他
に
も
様
々
な
生
物
が
生
息
し
て
い
て
、
そ

の
こ
と
自
体
が
沿
岸
域
エ
コ
ト
ー
ン
の
連
続
性
を
示
し
て

い
ま
す
。 

希
少
種
の
動
向 

小
櫃
川
河
口
干
潟
の
核
心
部
分

は
浜
堤
後
背
（
後
浜
）
四
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
。

塩
性
湿
地
で
あ
る
ヨ
シ
原
、
砂
質
干
潟
、
泥
質
干
潟
、

澪
筋
、
陸
生
植
物
が
見
ら
れ
、
生
物
多
様
性
の
観
点
か

ら
重
要
度
の
高
い
湿
地
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
（
環
境

省
二
〇
一
六
）
。
内
陸
の
生
息
種
な
ら
周
囲
に
代
替
地

を
見
出
す
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
海
岸
固
有
種
の
生
息

域
は
線
状
で
、
残
さ
れ
た
適
地
は
点
に
ひ
と
し
い
。
ま

た
、
海
浜
河
口
性
の
甲
虫
目
カ
メ
ム
シ
科
ゴ
ミ
ム
シ
類
７

種
が
同
所
に
生
息
し
て
い
る
の
は
小
櫃
川
河
口
だ
け
だ

と
、
あ
る
昆
虫
学
者
は
そ
の
貴
重
さ
を
指
摘
し
ま
す
。

全
国
規
模
で
起
こ
っ
て
い
る
塩
性
湿
地
に
依
存
す
る
生

物
種
の
衰
退
に
対
す
る
保
全
と
再
生
は
緊
急
の
課
題

で
す
。
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
市
民
参
加
型
の
調
査
で
、

次
の
希
少
種
一
六
種
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
柚
原
ら

二
〇
一
二
）。 
＊
印
は
塩
性
湿
地
の
確
認
種 

 

○
巻
貝
類
：
イ
ボ
キ
サ
ゴ
、
ウ
ミ
ニ
ナ
、
＊
フ
ト
ヘ
ナ
タ
リ 

○
二
枚
貝
類
：
＊
サ
ビ
シ
ラ
ト
リ
、
イ
ソ
シ
ジ
ミ
、
ハ
マ
グ

リ
、
＊
ハ
ナ
グ
モ
リ
、
＊
ソ
ト
オ
リ
ガ
イ  

○
ゴ
カ
イ
類
：

＊
イ
ト
メ 

 

○
甲
殻
類
：
＊
ム
ロ
ミ
ス
ナ
ウ
ミ
ナ
ナ
フ
シ
、

＊
ハ
サ
ミ
シ
ャ
コ
エ
ビ
、
テ
ナ
ガ
ツ
ノ
ヤ
ド
カ
リ
、
＊
ヒ
メ
ア

シ
ハ
ラ
ガ
ニ
、
＊
ク
シ
テ
ガ
ニ
、
＊
ウ
モ
レ
ベ
ン
ケ
イ
ガ
ニ
、

オ
サ
ガ
ニ 

ハ
マ
グ
リ
は
貝
類
養
殖
の
主
役
と
し
て
昭
和
三
十
三

年
（
一
九
五
八
）
ま
で
東
京
湾
東
岸
で
全
国
一
の
生
産

高
を
上
げ
て
い
ま
し
た
が
激
減
し
、
千
葉
県(

二
〇
一

一)

で
は
「
消
息
不
明
・
絶
滅
」
の
種
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
理
由
は
、
単
純
に
環
境
悪
化
が
原
因
と
思
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
国
立
環
境
研
究
所
の
金
谷
氏
の
実
験(

二

〇
〇
六
～
二
〇
一
〇)

で
は
、
羽
田
沖
の
環
境
の
悪
い

場
所
で
意
外
に
も
ハ
マ
グ
リ
の
方
が
ア
サ
リ
よ
り
生
き
残

り
（
ホ
ン
ビ
ノ
ス
並
み
に
）
、
成
長
率
も
高
か
っ
た
と
い
い

ま
す
。
氏
は
、
ハ
マ
グ
リ
の
産
卵
期
が
ち
ょ
う
ど
東
京
湾

に
酸
素
の
少
な
い
水
域
が
広
が
る
夏
か
ら
秋
と
重
な
り
、

卵
や
幼
生
が
死
滅
し
て
し
ま
う
か
ら
と
い
う
仮
説
を

立
て
て
い
ま
す
。
ア
サ
リ
は
秋
と
春
に
産
卵
す
る
の
で
、

現
在
の
東
京
湾
で
も
あ
る
程
度
生
き
て
い
け
る
よ
う
で

す
。
そ
ん
な
ハ
マ
グ
リ
で
す
が
、
小
櫃
川
河
口
域
で
し
ば

し
ば
少
数
個
体
が
採
集
さ
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。

放
流
個
体
の
存
在
も
あ
る
一
方
、
遺
伝
的
な
解
析
に

よ
り
在
来
個
体
群
が
残
存
し
て
い
る
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
（風
呂
田
ら
未
発
表
）。 

結
び 

干
潟
を
歩
い
て
い
る
と
、
時
に
招
か
れ
ざ
る

客
に
出
会
い
ま
す
。
澪
筋
（
み
お
す
じ
）
を
三
段
跳
び
で

横
切
る
ウ
シ
ガ
エ
ル
、
遊
歩
道
の
前
に
い
た
三
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
最
大
級
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
、

干
潟
の
あ
ち
こ
ち
で
赤
ん
坊
の
手
形
の
よ
う
な
足
跡
を

残
す
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
外
来
種
で
す
。
招
か
れ
ざ
る

物
な
ら
何
と
か
し
た
い
も
の
で
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
各

種
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
カ
ン
に
ビ
ン
、
漁
網
に
廃
船
ま
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
ゴ
ミ
が
砂
浜
に
打
ち
あ
が
り
、
ヨ
シ
の
ふ
る
い

イボキサゴ 

テリハノイバラ 

アシハラガニ 

ハヤブサ（田村撮影） 

堆積した珪藻とデトリタス 

（バクテリアと有機物のかたまり） 

珪藻の顕微鏡写真 
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に
ひ
っ
か
か
り
ま
す
。
貝
殻
や
流
木
拾
い
、
美
し
い
も
の
、

金
目
の
物
を
拾
う
ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
と
違
い
、
干
潟
の

清
掃
は
、
特
に
一
人
で
は
無
力
で
す
。
干
潟
を
ま
も
る

会
（
田
村
満
代
表
）
は
、
も
う
三
十
年
以
上
干
潟
の
清

掃
活
動
を
年
間
行
事
と
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
金
田
小

学
校
も
、
総
合
学
習
の
中
で
高
学
年
が
干
潟
の
ゴ
ミ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
役
所
の
環
境
部
も
協
力
し
、

市
民
や
団
体
が
二
〇
〇
人
も
参
加
す
る
ク
リ
ー
ン
作

戦
の
後
は
、
干
潟
は
す
が
す
が
し
い
姿
を
取
り
戻
し
て

く
れ
ま
す
。 

 

最
後
に
小
櫃
川
河
口
干
潟
の
保
全
に
係
る
活
動
の
軌

跡
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。
木
更
津
市
南
部
の
埋
め
立

て
が
竣
工
し
た
昭
和
四
十
八
年
に
、
木
更
津
北
部
、
中

部
の
小
櫃
川
河
口
周
辺
の
干
潟
埋
め
立
て
は
中
止
さ

れ
ま
し
た
（
千
葉
の
干
潟
を
守
る
会
一
九
七
四
）
。
昭

和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
に
は
東
邦
大
と
千
葉
県
生

物
学
会
に
よ
り
、
初
め
て
ま
と
ま
っ
た
学
術
調
査
が
行

わ
れ
、
県
環
境
部
で
も
自
然
環
境
保
全
地
域
指
定
候

補
地
と
し
て
昭
和
六
十
三
（
一
九
八
八
）
年
、
平
成
八

（
一
九
九
六
）
年
、
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
に
学
術

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
「
二
一
世
紀
に
残
し

た
い
日
本
の
自
然
一
〇
〇
選
」
森
林
文
化
協
会
・
朝
日

新
聞(

一
九
八
三)

に
選
ば
れ
た
り
、
多
く
の
識
者
に
そ

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
今
だ
、
千

葉
県
自
然
環
境
保
全
地
域
（
現
在
九
地
域
指
定
）
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

引
用
文
献
： 

柚
原
剛
・
多
留
聖
典
・
中
川
雅
博(

二
〇
一
二)

「
東
京

湾
小
櫃
川
河
口
域
の
ベ
ン
ト
ス
相
と
希
少
種
の
動

向
に
つ
い
て
」『
千
葉
県
生
物
誌
』
六
二
―
一
：
二
八

―
三
八
ｐ 

国
立
環
境
研
究
所
Ｈ
Ｐ
よ
り
。
刊
行
物 

刊
行
物
一

覧 

環
境
儀
『
環
境
儀
』
№
四
五 

金
谷
弦
・
中
村

泰
男(

二
〇
一
二)

「
汽
水
域
の
干
潟
環
境
と
そ
の
保

全
に
つ
い
て
」 

（
千
葉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
改
訂
委
員
会
）
二

〇
一
一
『
千
葉
県
の
保
護
上
重
要
な
野
生
生
物
―
千

葉
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
―
動
物
編
二
〇
一
一

改
訂
版
』
五
三
八
ｐ
ｐ 

千
葉
県
環
境
生
活
部
自
然

保
護
課 

千
葉
県 

桜
井
英
博
・
風
呂
田
利
夫
・
大
浜
清(

一
九
七
四)

『
小

櫃
川
―
そ
の
河
口
と
干
潟
―
東
京
湾
最
後
の
自
然

干
潟
を
守
る
た
め
に
』
千
葉
の
干
潟
を
守
る
会 

二

二
ｐ 

 

市
史
編
集
部
会
の
活
動
報
告 

市
で
は
『木
更
津
市
史
』を
編
さ
ん
す
る
た
め
、
資
料

を
調
査
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
あ
る
古
文

書
や
古
い
町
並
み
の
写
真
、
農
具
、
民
具
な
ど
は
、
木

更
津
の
歴
史
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
ま
す
。
お
持
ち

の
方
は
、
情
報
提
供
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

考
古
部
会 

『
木
更
津
市
史
』
に
掲
載
す
る
遺
跡
の
一

ハマグリ？・アサリ・シオフキ

（上） 

浜堤とアシハラガニの足跡

（左） 

うごめくイボキサゴと孔（上） 
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覧
表
や
地
図
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市
内
の
寺
院

を
中
心
に
石
造
物
の
所
在
調
査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

古
代
部
会 

『
千
葉
県
の
歴
史
』
を
基
礎
に
収
集
史
料

の
検
討
、
「
馬
来
田
国
造
」
等
の
古
代
氏
族
に
関
す
る

調
査
や
、
「
弟
橘
媛
」
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
伝
説
等
の
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

中
世
部
会 

 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
や
千
葉
県
文

書
館
所
蔵
の
木
更
津
市
関
連
資
料
の
確
認
、
「
戦
国
遺

文
」
「
円
覚
寺
文
書
」
「
称
名
寺
文
書
」
等
所
収
史
料
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
や
県
外
の
寺
院
等

で
、
真
里
谷
武
田
氏
関
係
資
料
の
所
在
調
査
と
資
料

撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
近
世
部
会 

郷
土
博
物
館
金
の
す
ず
等
が
保
管
す
る

古
文
書
等
資
料
の
収
集
・
調
査
・
史
料
整
理
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
小
浜
・
桜
井
・
犬
成
・
長
須
賀
・
波
岡
・
茅

野
・
富
来
田
地
区
で
は
、
個
人
宅
を
中
心
に
聴
き
取
り

調
査
、
史
料
収
集
を
行
い
、
収
集
し
た
史
料
の
目
録
作

成
や
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
木
更
津
図
書

館
が
所
蔵
す
る
和
本
の
合
同
調
査
を
、
引
き
続
き
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

近
現
代
部
会 

 
千
葉
県
文
書
館
や
市
内
公
民
館
等

が
所
蔵
す
る
旧
役
場
文
書
や
個
人
史
料
等
、
こ
れ
ま

で
収
集
し
た
史
料
の
目
録
作
成
・
撮
影
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
木
更
津
・牛
込
・
鎌
足
地
区
で
は
、
新
た
に
聴

き
取
り
調
査
を
行
い
、
史
料
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
造
物
の
調
査
で
は
、
新
田
地
区
の
商
家
、
高
柳
地
区

の
昭
和
初
期
の
建
物
、
下
望
陀
・
鎌
足
・
富
来
田
地
区

の
土
蔵
の
調
査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
貝
渕
地
区

で
は
、
解
体
さ
れ
る
土
蔵
を
記
録
保
存
す
る
た
め
、
所

有
者
の
ご
協
力
を
得
て
解
体
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

中世部会による高野山（和歌山県）の寺院での

史料調査 

○ 

○ 

○ 

○ 

高野山と木更津市民とのゆか

りを示す石柱 

土蔵の解体の様子 

蔵は、家の財産を災害や盗難から守るため、頑丈に建てられていました。解体の様子を調べることで、

先人たちの技術力のすばらしさを知ることができます。 
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民
俗
部
会  

吾
妻
地
区
及
び
吾
妻
神
社
に
関
す
る
聴

き
取
り
・
資
料
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
木
更
津

地
区
を
中
心
に
木
更
津
図
書
館
が
所
蔵
す
る
八
劔
八

幡
神
社
祭
礼
資
料
や
、
女
性
史
・
生
業
・
統
計
等
に
関

す
る
資
料
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

自
然
部
会  

環
境
は
、
盤
洲
干
潟
や
牛
込
海
岸
の
低

生
動
物
の
調
査
・
集
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
学
は
、
馬

来
田
・
富
岡
地
区
の
段
丘
や
、
笹
子
地
区
の
露
頭
（
崖
）

等
を
補
足
的
に
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
域

に
被
害
を
も
た
ら
し
た
地
震
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
ま

す
。
動
物
は
、
小
櫃
川
流
域
や
草
敷
・
田
川
・
藪
等
の

鳥
類
・
魚
類
・
両
生
類
・
昆
虫
類
の
生
息
調
査
種
リ
ス
ト

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
植
物
は
、
千
葉
県
立
中
央
博
物

館
と
合
同
調
査
を
継
続
実
施
し
、
太
田
・
永
井
作
・
田

川
・
伊
豆
島
・
下
郡
・
茅
野
・
真
里
・
小
櫃
川
河
口
付
近

等
の
調
査
を
行
い
、
市
域
内
の
二
／
三
ま
で
進
ん
で
い

ま
す
。 

 

お
知
ら
せ 

平
成
三
十
年
度
木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開

講
座
「
明
治
一
五
〇
年
記
念 

木
更
津
地
域
か
ら

見
た
明
治
」を
開
催
し
ま
す
。 

(

講
演
一)

明
治
一
五
〇
年
記
念 

木
更
津
地
域
か
ら

見
た
明
治 

※
地
域
に
視
点
を
あ
て
た
と
き
、
明
治
と
い
う
時

代
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

文
豪
夏
目
漱
石
は
、
日
本
が
明
治
末
に
欧
米

と
肩
を
並
べ
る
「
一
等
国
」
と
な
っ
た
と
す
る
見

方
に
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
こ
の
漱
石
の

言
葉
を
手
が
か
り
に
、
木
更
津
地
域
の
事
例

を
と
お
し
て
明
治
と
い
う
時
代
を
考
え
ま
す
。 

 (

講
演
二
）
戊
辰
戦
争
一
五
〇
年 

脱
藩
大
名
・
林
忠

崇
の
戊
辰
戦
争 

※
木
更
津
ゆ
か
り
の
人
物
と
し
て
請
西
藩
主
・林

忠
崇
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
揺
れ
る
藩
論
の
な
か

で
、
な
ぜ
藩
主
は
「
脱
藩
」
を
決
断
し
た
の
か
。

戦
い
抜
い
た
す
え
完
全
に
取
り
潰
し
と
な
っ
た

藩
の
動
向
と
は
。
藩
を
捨
て
て
ま
で
新
政
府
軍

に
挑
ん
だ
青
年
大
名
の
生
き
様
を
紹
介
し
ま

す
。 

講
師 

木
更
津
市
史
編
集
部
会 

部
会
長 

池
田 

順
（い
け
だ 

じ
ゅ
ん
）氏 

木
更
津
市
史
編
集
委
員
会 

委
員 

實
形 

裕
介
（じ
つ
か
た 

ゆ
う
す
け
）氏 

日
時 

十
二
月
二
十
二
日
（
土
） 

午
後
一
時
三
十
分

受
付 

午
後
二
時
開
始 

場
所 

木
更
津
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
（
貝
渕
二
―
一
三

―
四
〇
） 

 

刊
行
物
の
ご
案
内 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
に
関
す
る
刊
行
物
を
文
化
課

ま
た
は
郷
土
博
物
館
金
の
す
ず
で
販
売
し
て
お
り
ま
す
。 

『市
制
施
行
七
〇
周
年
記
念 

図
説
木
更
津
の
あ
ゆ
み
』 

国立大学法人千葉大学と共催

で開催した平成２９年度木更津

市史編さん事業公開講座・千葉

大学公開市民講座 「暮らしか

ら見つける木更津の文化資源」

の様子（上・左上・左下） 
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（
Ａ
四
版 

本
文

二
七
四
ペ
ー
ジ
） 

二
〇
〇
〇
円 

内
容 

木
更
津

の
歴
史
・
文
化
・

自
然
を
写
真
や

図
版
を
多
く
使

っ
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。 

 
『
木
更
津
市
史

研
究
』
創
刊
号

（
Ａ
四
版 

本
文
一
〇
二
ペ
ー
ジ
）五
〇
〇
円 

 

内
容
「
勤
王
の
歌
人
・
齋
藤
昌
麿
と
安
政
の
大
獄
」
（
實

形
裕
介
）
「木
更
津
市
域
へ
の
空
襲
の
実
相
に
迫
る
」
（栗

原
克
榮
）
「
木
更
津
の
獅
子
ま
き
に
つ
い
て
」
（
田
村
勇
）

「
震
災
後
の
希
望
の
学
舎
」
（
渡
邉
義
孝
）
「
関
東
大
震

災
復
興
か
ら
見
た
金
田
小
学
校
校
舎
」
（
髙
木
澄
子
）

「
木
更
津
市
の
陸
生
爬
虫
類
」
（
成
田
篤
彦
）
「
東
京
湾

小
櫃
川
河
口
干
潟
の
シ
オ
マ
ネ
キ
に
つ
い
て
」
（
相
澤
敬

吾
）
「
木
更
津
市
の
魚
類 

ハ
ゼ
亜
目
（
ハ
ゼ
科
、
カ
ワ
ア

ナ
ゴ
科
）
」（
田
村
満
） 

 

『
木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』
平
成

二
十
六
～
二
十
八
年
度
版
（
Ａ
四
版 

本
文
九
〇
ペ
ー

ジ
）五
〇
〇
円 

 

内
容
「
盤
洲
干
潟
の
い
き
も
の
た
ち
」
「
中
世
～
戦
国 

時
代
江
戸
湾
を
め
ぐ
る
武
田
氏 

―
戦
国
時
代
の
木

更
津
と
真
里
谷
武
田
氏
―
」
「市
史
を
編
さ
ん
す
る
と

い
う
こ
と
」
「
こ
ん
な
に
身
近
に
宝
が
あ
っ
た
！
～
木
更

津
の
古
民
家
・近
代
建
築
を
た
ず
ね
て
～
」 

 

平
成
三
十
年
度
の
刊
行
予
定 

『木
更
津
市
史
研
究
』第
二
号
（Ａ
四
版
） 

『
木
更
津
市
史
編
さ
ん
事
業
公
開
講
座
記
録
集
』平
成

二
十
九
年
度
版
（
Ａ
四
版
）
内
容
「
暮
ら
し
か
ら
見
つ
け

る
木
更
津
の
文
化
資
源
」 

 

そ
の
他
の
お
知
ら
せ 

上
総
木
更
津
金
鈴
塚
古
墳
出
土
品
国
宝
化
推
進

事
業
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。 

古
墳
時
代
を
代
表
す
る
遺

跡
の
一
つ
で
あ
る
金
鈴
塚
古
墳

に
つ
い
て
、
最
近
の
研
究
成
果

を
交
え
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。 

（申
込
受
付
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
十
五
日
か
ら
） 

講
演 

朝
鮮
半
島
か
ら
見
た
古
墳
時
代
の
木
更
津
、

そ
し
て
金
鈴
塚 

講
師 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 
研
究
部
准
教
授 

高
田
貫
太
（た
か
だ 

か
ん
た
）氏 

日
時 

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
三
日
（
土
） 

午
後

〇
時
三
十
分
受
付 

午
後
一
時
開
始 

場
所 

木
更
津
市
立
中
央
公
民
館 

多
目
的
ホ
ー
ル 

 

平成２９年度開催の公開講座「金鈴

塚古墳と祖（おや）の信仰」の様子 

編
集
後
記 

 

こ
の
た
び
、
『木
更
津
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
』

第
三
号
を
発
行
し
ま
す
。 

第
三
号
は
、
明
治
一
五
〇
年
記
念
号
と
し

て
関
連
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ピ

ッ
ク
ス
と
し
て
東
京
湾
最
大
の
砂
州
干
潟
の
盤

洲
干
潟
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
か
ら
も
、
新
た
な
『
木
更
津
市
史
』
編

さ
ん
の
中
で
わ
か
っ
た
木
更
津
の
歴
史
・
文

化
・自
然
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

な
お
、
編
さ
ん
だ
よ
り
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 
 

（事
務
局
） 


